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日本基礎心理学会会員各位 

 

日本基礎心理学会第 38 回大会のご案内 

神戸大学，2019 年 11 月 29 日（金）～12 月 1 日（日） 

（第 1号通信） 

ご挨拶 

 

  このたび，日本基礎心理学会第 38 回大会を，神戸市灘区にある神戸大学六甲台キャ

ンパスで，2019 年 11 月 29 日（金）から 12 月 1 日（日）までの 3日間にわたって開催

させていただくことになりました。神戸大学は，日本基礎心理学会のフォーラムを開催

したことはありますが，大会の開催校となることは今回が初めてです。 

 神戸大学は 10 学部と 15 研究科からなる総合大学です。そのうち心理学の教員は，人

文学研究科（文学部），国際文化学研究科と人間発達環境学研究科（この 2 つの研究科

に対する学部は国際人間学部）に在籍しています。またその他，理工系，医学系，社会

科学系にも関連分野の研究者がいます。 

 また神戸には，港の埋め立て地であるポートアイランドに理化学研究所があり，生物

学や計算機科学の研究が行われています。特にスーパーコンピュータについては京に続

いて富岳が神戸に設置され，高速計算機の開発とともに科学技術への応用や社会への応

用が期待されています。基礎心理学と特に関係が深い組織は神戸アイセンターで，2年

前に設立されたこの組織では，再生医療研究，眼科診療，視覚障害者を対象としたリハ

ビリテーション支援や就労支援が総合的に行われています。今回の大会でも神戸アイセ

ンターの方に参加していただくシンポジウムを企画しています。 

 神戸大学六甲台キャンパスは，神戸市灘区にあり，駅からバスで行くことができます。

むろん徒歩でも行けるのですが，神戸は山と海が近接していて南北方向は急坂となり，

通学のことを学生は「山登り」と称しています。その分，大学からの景色は明媚で，特

に主会場となる百年記念館から港を見渡す風景は，山登りの労苦に値するものです。 

神戸大学には日本基礎心理学会会員の教員が 3 名在籍しており，準備作業を進めてお

ります。多くの方々のご参加とご発表を心よりお待ち申し上げます。 

 

2019 年 8 月 

日本基礎心理学会第 38 回大会準備委員会 

委員長 喜多 伸一 
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１．会期： 2019 年 11 月 29 日（金）～12 月 1 日（日）  

 

２．会場： 神戸大学 六甲台第 2キャンパス 

人文学研究科・百年記念館・瀧川記念学術交流会館 

（〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1） 

【交通アクセス】 

阪急六甲駅・JR 六甲道駅・阪神御影駅から神戸市バス 36 系統に乗り「神大文理農学

部前」で下車。 

http://www.kobe-u.ac.jp/guid/access/rokko/access.html#rokkodai-dai2 

         

３．行事予定：  

（１）研究発表（ポスター発表） 

発表形式は，基本的にポスター発表（パネル展示）といたします。詳細は大会ホーム

ページ（http://www.lit.kobe-u.ac.jp/psychology/jps2019/）にてお知らせいたします。 

 

（２）シンポジウム  

「視覚障害と基礎心理学」，「バーチャルリアリティと基礎心理学」，「認知神経科学と

基礎心理学」などを予定しております（いずれも仮題）。詳細は大会ホームページにてお

知らせいたします。 

 

（３）若手研究者特別員会によるオーラルセッション 

   若手研究者特別員会によるオーラルセッションは，従来は大会 1 日目に開催してきま

したが，今回は 2 日目の 11 月 30 日（土）の午後に開催いたします。このセッションの

発表は口頭発表です。またそのセッションで優秀な発表を行った方に対する授賞式を，

次項に述べる懇親会で行います。詳細は大会ホームページにてお知らせいたします。  

 

（４）懇親会  

   11 月 30 日（土）夕刻に，会場のすぐ近くにある食堂 LANS BOX で懇親会を開催します。

院生・学部生の事前申し込みによる参加費は，昨年度の大会に引き続き 1,000 円としま

した。なお，事前準備の都合がございますため，参加登録時で懇親会参加の事前申し込

みをお願いいたします。みなさまお誘い合わせの上，ご参加くださいますようお願い申

し上げます。詳細は大会ホームページでご案内いたします。 

 

（５）その他 

理事会，編集委員会，総会が会期中に開催されます。  

 

４．大会参加費・懇親会費： 

 

費用区分 会員種別 事前 当日 

大会参加費 

会員（一般） 

会員（院生） 

非会員（一般） 

非会員（院生） 

学部生 

5,000 円 

1,000 円 

－ 

－ 

－ 

7,000 円 

2,000 円 

9,000 円 

3,000 円 

1,000 円 

懇親会費 
一般 

院生・学部生 

5,000 円 

1,000 円 

7,000 円 

4,000 円 

※名誉会員・終身会員の方は参加費無料です。 
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５. 大会参加・発表申し込み：  

（１）申し込み方法 

  ①参加申し込み  

   大会ホームページ（http://www.lit.kobe-u.ac.jp/psychology/jps2019/）からオンラ

インシステムにより，2019 年 9 月 20 日（金）までに，同封の会員番号・パスワードでロ

グインの上，お申し込みください。受付後に送信される登録受付完了メールにて，振込

先・振込金額をお知らせします。参加申し込み後，1週間以内に参加費をお納めください。 

懇親会に参加をご希望の方も，予めオンラインシステムでの申し込みをお願いいたし

ます。参加費の受領をもって，参加申し込みの受付完了とさせていただきます。当日は，

大会参加費・懇親会参加費のお振込の控えをご持参ください。  

   大会参加および懇親会参加の申し込みは大会当日も受け付けますが，大会運営の都合

上，できるだけオンラインシステムをご利用ください。 

非会員の方は，オンラインシステムのご利用ができませんので，会場にて参加費等を

お支払いください。  

ただし，学部生の方につきましては，懇親会の事前参加の申し込みをメールにて受け

付けます。ご希望の学部生の方は，2019 年 9 月 24 日（火）までに，件名を「懇親会事前

参加申し込み（学部生）」とし，本文に所属（大学，学部・学科，学年）と氏名を明記し

た電子メールを大会準備委員会のメールアドレス（jps2019@lit.kobe-u.ac.jp）宛に送

信してお申し込み下さい。締め切り後にお支払いの方法をご連絡いたします。 

   

②発表申し込み（主発表者の方のみ）  

   参加申し込み手続きに加えて，2019 年 9 月 24 日（火）までに，第 38 回大会オンライ

ンシステムにて発表申し込みを行ってください。申し込み時には，概要（400 字以内）の

入力をお願いいたします。なお，ご提出いただいた概要は，『基礎心理学研究』（2020 年

3 月末日発行予定）に掲載される予定です。その際に概要の変更を希望される方には，大

会会期終了翌日までシステムでの修正を受け付けます。ただし，発表タイトルおよび発

表者情報の変更は受け付けません。  

 

（２）発表者の資格  

  ①主発表者  

   発表申し込みの時点で正会員であり，年会費の滞納がないことが条件になります。ポ

スター発表において主発表者になることができるのは，原則として 1 発表のみに限られ

ます。なお，発表当日において年会費が未納である場合には，発表取り消しになります

ので，ご注意ください。  

   学会に未入会の方は，2019 年 9 月 6日（金）（必着）までに日本基礎心理学会事務セン

ターに入会申込書をお送り下さい。入会が承認され次第，同事務センターより，発表申

し込みに必要な情報をご連絡させていただきます。  

   

②連名発表者  

   非会員の方でも連名発表者になることができます。非会員の方が大会に参加される場

合には，参加費を当日お支払いください。 

 

（３）発表形式  

   発表形式は，原則としてポスター発表とします。ポスター発表の場合，大会の 2 日目

あるいは 3 日目のいずれかに，ポスターを掲示し，準備委員会で定めた在席時間にて発

表をお願いいたします。なお発表日についてご要望がある方は，発表申し込みの際に，
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大会準備委員会（jps2019@lit.kobe-u.ac.jp）までお知らせくだされば，可能な限りご

要望に沿うようにいたします。また若手研究者特別員会によるオーラルセッションの発

表は口頭発表の様式で行いますが，他では行いません。またこのセッションで口頭発表

を行った方も，ポスター発表の主発表者となることができます。 

 

（４）優秀発表賞 

   2019 年度末において 35 歳未満であるポスター発表の主発表者が対象となります。対象

の方は，発表申し込み時に申告してください。なお規定により，申告が無かった場合に

は審査対象とはなりません。選考結果は『基礎心理学研究』の会報欄で広報され，同誌

に優秀発表賞の概要等が掲載されます。加えて，2020 年度の総会において授与式が行わ

れます。  

    優秀発表賞の審査資料用要旨提出のお願い  

       優秀発表賞の審査対象となる方は，審査を円滑に進めるために，プログラム掲載

用の要旨（発表申し込みの概要：400 字以内）とは別に，審査資料用要旨（A4 用紙 1

枚以内）を，オンラインシステムにて，2019 年 10 月 2 日（水）までにご提出くださ

い。この審査資料用要旨の提出は，発表および審査の必須要件ではありませんが，

円滑な審査のためにご協力をお願いいたします。  

 

６．今後の予定：  

   2019 年 11 月上旬に，会員の方全員に大会プログラムをお送りする予定です。  

  また，最新情報は大会ホームページ 

（http://www.lit.kobe-u.ac.jp/psychology/jps2019/）にてお知らせいたします。  

 

７．問い合わせ先  

（１）第 38 回大会に関するお問い合わせ  

日本基礎心理学会第 38 回大会準備委員会  

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1 

神戸大学 人文学研究科 心理学研究室内 

電子メール    jps2019@lit.kobe-u.ac.jp 

ホームページ  http://www.lit.kobe-u.ac.jp/psychology/jps2019/ 

 

（２）参加・発表申し込み，原稿投稿および参加費等納入に関するお問い合わせ  

日本基礎心理学会大会ヘルプデスク  

〒162-0801  東京都新宿区山吹町 358-5  アカデミーセンター  

電子メール  kisoshin-desk@bunken.co.jp  

 

（３）参加・発表資格，オンラインシステム ID・パスワード，入会・年会費に関する 

お問い合わせ  

日本基礎心理学会事務センター  

〒162-0801  東京都新宿区山吹町 358-5  アカデミーセンター  

電子メール  kisoshin-post@bunken.co.jp 
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